


４ ルート審査委員会は、前項の意見を求められた場合において、選定区間等の

別に応じ、取組方針が次の各号に掲げる要件に照らして適当と認められるとき

は、その旨を推進協議会に通知するものとする。 

一 選定区間 

 イ 観光資源として活用するために必要となる魅力的な景観等を現に有してい

る道路の区間を含んでいること。 

 ロ 提出された取組方針を活動団体が主導的に推進しようとしていること。 

 ハ 当該区間が存する地域が属する市町村又はその他の機関によって、観光資

源として活用されることが見込まれること。 

二 選定候補区間 

 イ 取組方針の推進を通じて、観光資源として活用するために必要となる魅力

的な景観等を有することが見込まれる道路の区間を含んでいること。 

 ロ 提出された取組方針を活動団体が主導的に推進しようとしていること。 

 ハ 当該区間が存する地域が属する市町村又はその他の機関によって、観光資

源として活用されることが将来的に見込まれること。 

５ 第一項の選定区間等の延長は、区間ごとにおおむね 20 キロメートルを上限

として選定する。 

６ 選定区間等の数は、一のルートにおいて、原則として、合わせて２区間を上

限とする。ただし、実施要綱第十八条第三項の規定によるルート運営活動計画

が一のルートについて、任意の区域ごとに複数作成されている場合は、その区

域数を限度とする。 

 

（次年度の取組計画の報告） 

第四条 ルート運営代表者会議は、毎年度、取組方針に基づく次年度の取組計画

について推進協議会に報告するものとする。 

２ ルート運営代表者会議は、次年度の取組計画を推進協議会に提出しようとす

るときは、その内容について、あらかじめ、選定区間等の道路管理者と協議し、

同意を得なければならない。 

 

 （取組状況の報告等） 

第五条 ルート運営代表者会議は、毎年度、実施要綱第二十条の報告と合わせて、

取組方針の当該年度の推進状況について推進協議会に報告するものとする。 

 

 （取組状況の点検） 

第六条 ルート運営代表者会議は、実施要綱第二十一条の点検に合わせて、推進

協議会及び有識者等による選定区間等の視察、取組方針に係る意見交換や自主

2



的な点検・改善を行うものとする。 

 

（取組方針の変更） 

第七条 ルート運営代表者会議は、取組方針を変更（軽微な変更を除く。）しよ

うとするときは、推進協議会に提出し、確認を受けなければならない。 

２ 第三条第二項から第六項までの規定は、前項の提出及び確認について準用す

る。 
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